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28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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政 策

歯・口腔の健康づくり事業（旧：歯科健診事業）

  歯周疾患検診は、対象者を保険資格を問わず、定員を設けないで実施する内容とする。
　また、特に若年層の口腔内健康意識向上となるよう、イベント開催時に簡易な口腔保健質問調査を実施し、調
査結果の分析を説明したうえで、生活習慣を改善することを目標に口腔内のケア指導や相談を実施する。

健康づくりの推進と医療体制の充実

健康でいきいきと暮らせるまち
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歯科検診事業

115松永　龍二

健康づくりの推進
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担当者名

　歯科健診及び指導の実施により、市民の口腔内健康意識の向上を図る。
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【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

【必要性】

高い やや高い

対象外

【コスト】

【負担割合】

　診療点数による検診単価よりも低く設定しているので、これ以上の削減は難しい。

見直しの余地なし

削減の余地なし

見直しの余地あり 該当なし

事業が抱える問題・課題等

有
効
性

効
率
性

今後の方向性

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　口腔保健質問調査票による新しい成人歯科検診をお口の健康フェスティバルにおいて行った。
　歯・口腔の健康づくりのための啓発の場として、お口の健康フェスティバル実行委員会が実施してきた
イベントの場を活用して、さらに啓発を強化できた。歯周疾患検診については、受診者数がH26年より減
少している。

妥
当
性 【市の関与】

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　歯・口腔の健康づくりを推進するため、歯・口腔の健康づくりの情報発信や検診・体験型イベントを実
施し、お口の健康フェスティバル等を活用し啓発を強化していく。平成27年11月に第2次歯科保健計画
を策定した。この計画に基づき、さらに虫歯・口腔の健康づくりを推進するための啓発を強化していく必
要がある。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

　歯科健診受診者を今まで以上に増やす必要があることから、受診者の負担についてはできるだけ少なく設定しており、見直し
の余地なし。

削減の余地あり 該当なし

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

【事業成果】

やや低い

　口腔内検診と指導を受けることで、自らの口腔内状況を把握し、歯の健康について正しい知識を得ることができ、市民の健康
づくりを推進する効果が期待できる。

やや低い

低い高い

高い やや高い 低い

低い

　近年、歯周病が全身疾患に悪影響を与えることが明らかになってきており、市民の口腔内健康意識の向上は非常に重要であ
る。

やや低い高い

やや低い

やや高い

該当なし

　口腔内健康に対する市民の意識高揚については、市が主体的に取り組む必要がある。

該当なし

該当なし

やや高い

　お口の健康フェステバル等イベントの場を活用して市民の口腔内健康意識の向上に努めているが、そ
の効果を検証するまでに至っていない。また、歯周疾患検診の受診者数が減少する等お口の健康づく
り啓発が充分でない。

低い

該当なし

　お口の健康フェスティバル等で、歯・口腔の健康づくりについて知識の普及を行うことや多くの市民が歯科健診と指導を受ける
ことで、市民の口腔内健康意識の向上がはかられることから事業成果は高い。

【施策貢献度】
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